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対象・人数 申し込み・応募 問い合わせ内容内 講師講 費用・料金 持ち物 市役所 行徳支所日時 場所・会場

　東北地方太平洋沖地震の影響により、既に
発行した本紙でお知らせしたイベントの一部が
変更となりました。内容と問い合わせ先は次の
とおりです。

3月5日号掲載記事
●フリーマーケット（3面）
　・ 開催中止になりました

☎335-9951 リサイクルプラザ

3月12日号掲載記事
●東京外環自動車道市川中工事の説明会（2面）
　・ 日程が変更になります

☎043-350-4506 東日本高速道路（株）千葉工事
事務所菅野平田工事区（外環道路推進課）
●縄文体験フェスティバル（2面）
　・ 開催中止になりました。

☎373-2202 考古博物館

3月19日号掲載記事
●里見公園桜まつり（2面）
　・ ライトアップ、イベントは開催中止になりました。

☎332-8744 みどり管理課
●南沖公園管理棟がリニューアルオープン（2面）
　・ オープニングセレモニーは開催中止になりました。

☎359-1287 地域整備課
●交通対策審議会（2面）
　・ 開催中止になりました

☎334-1453 交通計画課
●ラグビーフェスティバルwithクボタスピアーズ
　（４面）
　・ 開催中止になりました

☎373-3112 スポーツ課
●サタデースポーツ教室（４面）
　・ 一部の種目で日程が変更になります

☎373-3112 スポーツ課
●地域医療講演会（6面）
　・ 日程が変更になります

☎320-0520 ザ タワーズイースト管理組合（地域
振興課）
●水木洋子邸一般公開「水木邸春の訪れ」（8面）
　・ 3月は開催中止になりました。

☎320-3354 文学プラザ

「広報いちかわ」が月２回発行に
４月は第２土曜日に予算特別号を増刊

　「広報いちかわ」は、これまで第１から第４土曜日の月４回発行
していましたが、４月からは第１と第３土曜日の月２回発行が基本
となります。これに加え、必要に応じて特別号を増刊し、効率的な
情報発信に努めてまいります。
　平成23年度の事業がスタートする4月には、第２土曜日に「予算
特別号」を発行します。４月に発行する「広報いちかわ」は、題字デ
ザインも代わり、特別号を含め第１から第３土曜日までの３回の
発行となります。　　　　　　　　　　　　  （広報広聴担当）

広
報

「広報いちかわ」が月２回発行に
４月は第２土曜日に予算特別号を増刊

呼び名が変わります
　市役所の一部で使われていた「○部○担当」「担当マネージャー」の呼称を改め、「○部○課」「課長」
に呼称を統一します。
　その他、ＷＨＯ健康都市担当を健康都市推進課に、観光交流担当を観光交流推進課とします。

「市民経済部」が「市民部」と「経済部」に変わります
　市では、現在の厳しい経済情勢を受け、地域経済対策を強力に推進し、地域経済の活性化と市民生活
の向上を図るため、「市民経済部」を「市民部」と「経済部」に分けて設置します。
　また、観光部門を文化国際部から経済部に事務移管し、経済の視点から市の魅力を引き出し、観光交
流の推進を図ります。
　さらに、雇用推進担当室を課に昇格させ、「雇用労政課」を設置します。
　市民部では、これまで同様に、市民の皆さんに満足していただけるよう迅速かつ正確で質の高い行政
サービスを提供していきます。

市民部 地域振興課（市民マナー条例担当室）、市民課、総合市民相談課、大柏出張所、市川駅行政サービス
センター

経済部 商工振興課、雇用労政課（勤労福祉センター）、農政課（市場）、観光交流推進課

編入
総務部に法制課、市民法務課（２３年度法務部廃止）
総務部に危機管理課、防犯課（２３年度危機管理部廃止）
地域街づくり推進課内に外環道路推進担当室（２３年度外環道路推進課廃止）

新設
景観担当室（街づくり部都市計画課 内）
共同指令センター設置準備担当室（消防局指令課 内）

廃止
国体推進課（保健スポーツ部）
公共施設耐震改修担当室（管財部設計監理課 内）
街づくり支援担当室（街づくり部都市計画課 内）

事務移管 e-モニター業務、市民ニーズの運用管理及び分析業務
（広報広聴担当、総合市民相談課　→　情報政策課）

　市では、市民の皆さんがわかりやすく、使いやすい市役所となるように、また行政サービスをよ
り効果的に提供していくために、４月から行政組織の一部を改正します。（行政改革推進担当）

執務室の移転
健康都市推進課＝アクス本八幡から市役所３階へ
文化振興課及び国際交流課＝市役所から情報プ
ラザ２階へ
観光交流推進課＝市役所３階から同４階へ

農政課=市役所６階から同３階へ
農業委員会=終末処理場から市役所３階へ
※この他、市役所内での移転もありますので、お越し
の際は玄関受け付けでご確認ください。　（管財課）

その他の組織改正・事務移管
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